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都市交通調査の必要性

2

http://www.mlit.go.jp/crd/tosiko/sougou/index.html

以下に挙げられる都市交通の課題に対する有効な解決策を検討するために実施される

（１）社会経済情勢の変化による都市と交通の課題

人口減少の局面を迎えて公共の投資余力が低下し、低密度な市

街地のままでは都市経営が成り立たなくなると予想される

高齢者のモビリティを確保する公共交通を中心とした都市交通

施策を推進する

中心市街地の活性化を支援する都市交通対策を推進する

地球環境問題の深刻化や京都議定書に対応するため、過度な

自動車依存から脱却し、積極的に環境負荷を軽減する都市交

通体系整備を推進する

都市交通調査の必要性
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http://www.mlit.go.jp/crd/tosiko/sougou/index.html

（２）行政運営上の課題

地方財政が逼迫し，公共投資などの効率性への要求

がある

都市計画の決定や事業の実施等に，より一層の情報提

供に努める必要がある

計画目標の設定とそれを実現するベストな施策を検討

複数代替案を設定して、数値目標の達成度を科学的に

評価する

評価された結果に基づいて、当初の計画の見直しを継

続的に行う

→

plan-do-check-act cycle

都市交通調査の必要性
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http://www.mlit.go.jp/crd/tosiko/sougou/index.html

（３）近年重視されている施策上の課題

高齢化の進展と人口減少を踏まえ、また、中心市街地の活性化、環境負荷の

軽減を推進するためには、コンパクトな市街地の形成を誘導するとともに、そ

の実現に資する都市交通体系の整備を行うことが求められている。

事業費の大きい施設整備中心の施策から既存ストックを有効に活用したソフト

施策も含む都市交通施策への転換が必要



定点での交通量調査
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目的に応じて，調査の内容，方法などは変化する．

「地点」に着目した交通量調査

http://www.net-system.co.jp/koutsuryou.html

人手（数取器）による調査観測

交通工学ハンドブック

人手（数取器）による調査観測の例
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交通工学ハンドブック

平日の調査は，平均的

な交通量を示す火曜日

～木曜日とする

昼間12 時間の場合は、
７時～19 時
24 時間調査の場合は
７時～翌朝７時

カメラを用いた交通量調査
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調査時間や期間が長期にわたる場合、あるいは自動車の挙動調査等の調査とあわせて

行う場合

交通工学ハンドブック

UCaST
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http://imagesolution.jp/ucast/index.html

NTTデータ 空間情報ソリューションUbiquitous Camera Sensing Technology

・移動物体およに静止物体の検出，追跡 ・物体の大きさ，位置，速度の抽出

歩行者の移動特性に関する動画解析



車両感知器による方法
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道路管理者や交通管理者が設置した車両感知器のデータを用いる方法と、任意の地点に臨

時に車両感知器を設置して調査する方法がある

交通工学ハンドブック 車両感知器データの分析例
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京葉道路 花輪IC～幕張IC（上り線）

プローブカーシステム
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プローブカーシステムとは

GPS（Global Positioning System）を車両に搭載

http://www.mlit.go.jp/road/ITS/j-html/2002HBook/section4/4-9j.html

タクシープローブデータから推定した

2011年3月11日の旅行速度（東京23区）

面的な調査
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PT調査

抽出された市民の1日の行動についてアンケートを行い，それを拡大することで都市
圏の交通の全体像を把握しようとするもの

http://www.tokyo-pt.jp/person/index.html

出発地と目的地

1967年 広島都市圏で初めて実施

東京都市圏では，1968年以降，10年
ごとに実施



パーソントリップ調査
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トリップ：

東京都市圏パーソントリップ調査 PTデータ利用の手引き

目的種類：自宅－勤務，自宅－通学，自宅－業務，自宅－私事，帰宅，勤務・業務，

その他私事，不明

交通の動態は，「aゾーンからbゾーンへの交通」というように把握される

パーソントリップ調査
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東京都市圏パーソントリップ調査（第5回）
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平成20年10月～12月に実施

標本率：2.12%

東京都市圏パーソントリップ調査（第5回）
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大ゾーン 計画基本ゾーン



東京都市圏パーソントリップ調査（第5回）
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発生集中量

国土交通省関東地方整備局

H10～H20でのトリップの増加数
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地域別

代表交通手段別

発生集中量
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目的別代表交通手段分担率

鉄道新線整備動向（H10 年10 月～H20 年10 月）
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東京都市圏と海外の都市の比較

東京都市圏はニューヨーク、

ロンドン、パリと比べて、鉄道

や自転車の分担率が高い

平均移動時間は長い

東京都市圏：約34分/トリップ
ロンドン：約26分/トリップ
パリ：約25分/トリップ



道路交通センサス
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車道や歩道の幅員やその幅員構成、交差

点、バス停、歩道の設置状況等

平日及び休日における自動車(4車種)、二
輪車、歩行者の交通量

朝または夕方のピーク時における実走行

により区間の旅行速度を計測

聞き取り方式により出発地・目的地等の運行

状況を把握

車の使用者や所有者に対して、アンケート

方式で調査

http://www.mlit.go.jp/road/press/press05/20050901_2/1.html

道路交通センサス調査結果（H22）
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http://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_000207.html

全車種平均交通量はH17と比べ
て2.6%減少
高速道路は，7.4%増加

料金割引制度の拡充の影響

道路交通センサス調査結果（H22）
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http://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_000207.html

平成22年度道路交通センサス DVD-ROM
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